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- 竹とリバーシ -

- 竹とレーザー加工機 -

手作業では加工が難しい「竹」をレーザ加工機の生産性を活かし

「簡単、安全、短時間」で加工することができる

64 個の石、表裏の区別が必要であり、石を頻繁に返す

手作業では断面がささくれてしまうがレーザー加工機を使用する

ことで断面、表面がきれいに仕上がる

竹の持つ「表裏の色の違い、ツルツルな表面 -ザラザラな内面、

切り出した時にできる曲面」により区別が付きやすく返しやすい

レーザー加工では竹を割る必要がないため筒状を残すことが可能
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